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Abstract The aiIn of this study is to make c1ear rational recreation 
movement in relation to the social structure in the nineteenth century 
England. C.Dickens' “Hard Times" is examined here. Literature 
works have been thought to be a useful means of assessing of sport . 
Literature makes it possible to analyse contemporary soci ety more 
realistically th an by social science because it tends to show the time 
and society more vividly its free imagination. To explain sport through 
literature seems to be most suitable approch. From this point of view， 
rational recreation movement in the nineteenth但 ltwyEngland will 
be discussed in this paper， maillly concerning power in modern society 
and traditiollal recreation in the work of C.Dickens. 
はじめに
近年、民衆文化に関する歴史的研究において
民衆の生活文化と権力が交差する一つの界面とし
て身体文化が0射されるという傾向がみられる。
こうした研究傾向の契機として考えられることは、
最近、社会史研究などで注目されている権カ・ヘ
ゲモニーなどの概念を従来の研究成果に立E却しつ
つ、身体文化を媒介とする諸活動と権力との関連
を通して社会秩序、モラル、生活規範などの正当
性を再考する契機として捉え、それらを文化的、
社会的な視点から意味づけしようとする試みであ
るように思われる。 1)
本稿の目的も、こうした視点から1850年代の
「イングランドの状態」問題から看過できなくなっ
てきた伝統的な民衆娯楽について、中流階級の社
会統制策・階級融和策としての一面のみに限定し
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てC.デイケンズのくHardTirnes)を手がかりに若
干の検討を試みる。ギ、yシングは〈チヤ}ルズ・
デイケンズ論〉においてc.デイケンズこそヴイ
クトリア朝社会環境の正確無血な表現者であり、
しかも彼の諸作品においても。とも得意とした搭
写こそ「イ平リス人のある階層ー……風俗習慣を
もつことで有名なある階層Jについてであったと指
摘する。 2)ここでのある階層が、典型的イギリス
人が属する下層中産階級から貧困階級であったこ
とは、これまでの調腕瑚保してくれる。 G.オー
ウエルの批判にもかかわらず、 < Hard Tirnes)を
典拠とするのもそこに描写される労働者階級の日
常生活の写実性にこそある。 3)
さて、 1850年代になって中流階級は社会の進歩
に加担しつつ、桂錦臓を固定したまま伝統に拘泥
する守旧制を強く忌避する一方で、福音主義的宗
教感情とレスベクタピリティ崇拝とが交雑した価
値観で、労働者階級に対する労働規律の身体化を
試みるために諸改革運動を展開していくようにな
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る。その中にあヮて民衆文化は進歩と合理化と対
置して捉えられ、特に伝統的な民衆娯楽の在り方
に関心が集中するようになっていくのである。
Geof丘frey Bestlは土 (Mid 
75>において1850年代に都市に集中する労働者
階級の娯楽の在り方が中流階級の関心の的になつ
た事実に注目し、そして労働者階級の教化を目的
とした「まともな娯楽」によヮて労働者階級を導
こうとする傾向が強まヮたことを指摘している0
4)こうした時代的雰囲気を充分に認識していたと
思われるCデイケンズの労働者階級の娯楽に対す
る姿勢はどのようなものであったろうか。c.デイ
ケンズは障害を通して労働者階級の娯楽権利と自
由な時間にける娯楽追の権利を擁護してきたと言
われる。たしかにく SketchesbyBoz>の
“Gr巴印鴨川chFair"における労働者階級の遊びを
楽しむ姿勢の描写といい、 5) (A! 1 Y er a百
Round> (1859-93) といった週刊雑誌の刊行、
クリスマスの読み物などを通してCデイケンズは
労働者階級に娯楽を提供することを自らの使命と
してきた。また、 くHouseholdWords> (第一審
第一号と第三号、 1850年3月30日、 4月13日) 6) 
においては民衆の娯楽の効用を説き、初期の社会
評論 (Sundayunder Three Heads>においては安
息日に反対しながら日曜日にける図書館や博物館
の開放を唱えてきたのである。 7) しかしながら、
Cデイケンズには朔勤者階級の娯楽に対する姿勢、
つまり、娯楽によって労働者階級の道徳的教化を
試みようとした側面もみられるように思われる。
1850年、 C.デイケンズはくHouseholdW ords >を
創刊するにあたって、 lvlrsGaskell とJ.Forster宛
の手紙のなかで、 その百的について「あらゆる
階層の読者に教訓と娯楽を提供すること」、 「し
いたげられた人々を救い、わが国の社会状態を全
般的に改善することJ8)と記述している。このこ
とは、 Cデイケンズが1850年代のイギリスを中
流階級とともに改革していこうとする意識の現れ
であったように思われる。こうしたC，デイケンズ
の労働者階級の娯楽に対する姿勢は、有周知識普
及協会の出版物を引き受けていたチャールズ・ナ
イトに宛てた手紙からも推察できょう。
And I earnestly entreat your attention to th巴
point (I have been working upon it， week 
past ， inHard Tirnes) 日
THe English are， 80 far as I know， the hardest 
worked p巴opleon whom the sun shin色s.Be 
content if in their wretched inter'vals of 
leisure they read for amusernent and do n口
、vorse.9)
1850年代において貧困を「危険な階級」と同義
的にみていた中流階級は労働者階級を総体として
教育していくための手段として労働規律の身体化
を展開していくようになる。ここでは、 19世紀
イギリス社会の概観と合わせてCデイケンズの
(Hard Times>を手がかりとして、彼の労働者階
級の娯楽に対する姿勢を追究してみる。
なお、本研究はイギリス文学作品にみられるス
ポーツ像、を設定するための大雑把な予備的試みで
もある。
1 民衆鰻楽の衰退
(Tom Browns Schooldays >の主人公、 トム・ブ
ラウンカ抄洋時代を過ごしたパークシャーで行われて
いた年に一度の村祭りでは、サーカス団が巡回してき
て祭時扮を盛り立てていた。しかし、こうした情景
も、やカ予て中流階級の価値観に見合った娯楽としての
巡回文庫とか博物館といヮた娯楽に取って変わられて
いくようになる。でな都市における状況はどうであっ
たか。ここではC.デイケンズの誇作品を通して工業化
されていく社会の状況と伝統的な民衆娯楽の関係
を観ていくことにする。
「陰気で息が詰まりそうで退屈なロンドンの日曜日で
あった・H ・H ・-・・…・働きすぎた市民たちにちょっとで
も慰安を与えそうな場所は、すべて厳重な門戸を閉
じ、同をかけているo ~........".・ H・..見るものといヮた
ら街路、街路、街路だけ。ふさいだ心をまぎらすも
のも、元気づけるものもない。 J1曲、 「少年になっ
てからの眠たい日曜日、………・未成年末期のいつ
までも終わらない日曜日...・H ・......もう少し後になる
とE足立たしい日曜日…...・H ・-・考えても何にもならぬ
惨めさと屈辱にあふれた日曜日J1)このようにc.デイ
ケンズは近代化されていく都市における労働者階級
の様子を黒白ともにはヮきりした筆で拾きだしてい
くのである。もともとCデイケンズはジャーナリスト
の出身である。見たり、眺めたり、描いたりする
イギリス文学にみられるスポーツについて (3) 99 
ことはお手ーのものであった。ロンドンにおける
厳格な安息日遵守主義がどのようなものであっ
たか、 C.デイケンズの諸作品は労働者階級の日曜
日の実態を教示してくれるのである。 R.W.Mal
colmsollによれば、伝統的な民衆娯楽が衰退して
いった原因を、特に信仰と社会的責任とを結ぴ
つけて「自助、 「自立」、 「自尊Jの世俗版道
徳立を生み出した福音主義的宗教感情が伝統的
な民衆娯楽の諸特徴と相対するものであったから
である、と指摘している。 1却特に「聖月曜日」の習
慣に恋々とする「怠惰な労働者」、そして「危険な
群衆」、 「火のつきやすい暴f起としての側面をも
っ労働者階級の顔は、伝統的な民衆娯楽と常に
結びついており、福音主義者たちに恐怖感をも
たらしていたのである。こうして、 |改良の時
代」における福音主義者たちは安怠日の厳格な
遵守を唱える一方で、日曜日における伝統的な
民衆娯楽の統制を行うようになっていくのであ
る。c.デイケンズにおいても民衆娯楽と結びつい
た労働者階級の飲酒癖が、労働者階級の生活向
上の障害になっていることを充分に言諒龍していたよ
うに思われる。<荒涼館〉における煉瓦職人の家庭
の様子、 13) <共通の友〉における人形衣装屋の飲ん
だくれの父紘叫〈池rdτimes>におけるスティーヴ
ンのアル中の妻1時等は、いずれも飲酒癖による悲惨
さを描きだしている。<出国lOlWσa) (第111号、
5月g日)で、セイラは“O[:el-Air血栓巾irnnmt"と窓す
るJレポでf皮が目撃した市 (Fair)について述べている
が、そこではイギリスの労働者階級の道徳島堕落と
群衆の非人間的行為が市 (Fair)によって助長されて
いると指摘している。ゆこうして18印年代め福音主
謝むな運動は、イギリス相会に日曜日遵守の社会コー
ドを設けるようになヲていくのである。
2 c:ディケンズと「イングランドの状態」
ここでは1850年代になってイギリスの代表的な産
業都市へと成長していった、 〈骨董屋〉の舞台となっ
わパーミンガムとくHardTImES)の舞台とな。たマン
チェスタ}についてC.デイケンズの限を通して概観し
Lてみる。 rふたりの旅のすべてをとおして、このとき
ほと?青らかな空気と開けたいなかを熱烈に希んだこと
はなく、それをあこがれ求めたことはなかった。一
あのときでも、いまほどに、森、小高い丘の、野の新
鮮な羽触をこうまで強く求めてはいなカりおいまは、
大きな工業都市の騒音、よごれた蒸気カミ痩せ細った
みじめさと飢えた物悲しさの臭気を放って、彼らを四
方八方とりかこみ、希望を閉めだし、逃亡を不可能に
しているようだった。…………四方八方、どんよりと
した速く目のとどくところまで、群がり集まり、悪夢
のおそろしい特徴になっているあの醜悪さで、動きの
ない形のはてしないくりかえしをおこなうている高い
い煙突カ襲病の煙をはきだし、光をさえぎり、ものわ
びしく大気をきたなくよごしていたJ17)産業革命当
時のパーミンガム併士会描写である。では、 Cデイケ
ンズがブJレジ、ヨワとプロレタリアとの対玄をはじめて
鼎、たといわれるくHardl11ES)において当時の社会
はどのように描かれていたのか。
It was tOWll of machinery and tal chillllleys， out of 
which ilterllilable serp巴ltstrailed th巴lllselvesfor 
ever and ever， and nev巴rgot uncoiled . Ithad a 
back canal il it， and a river出atran purple 
with iI1-s11elilg where there was a ratting alld a 
tremblillg al day IOllg， and where the piston 
of the steamengine worked monotoously up and 
down like the head of an elephant in a state of 
18) melancholy madness.. 
185併手代のマンチェスタ}がモデルといわれるコー
クタウンは「機械と高い煙突の町」であった。町のあ
ちこちにそびえる煙突からは昼戒をわかたず煙がもく
もくとでており、 JIの水は工場排水で、汚染され黒
紫色にかわり、悪臭を放っていた。 Cデイケンズ
の作品は1850年代の新興工業都市の社会環境が
劣悪になっていく様子を提示してくれるカ丈また、
劣悪な生活環境での長時間にわたる単純な労働、
そして工場労働渚の悲惨な生活を生みだすブルジヨ
ワ功利主義への批判、工場労働者のストライキ等、
当時の時事問題がからみあうかたちで展開されて
いくのである。こうした労働者階級の悲惨な状況
を、ギッシングは暖衣飽食の中流階級古宮社会的成
長を遂げ、彼らの特質である執念深い現実主義が
残虐なエゴイズムとなって現れだした結果である
と指摘している。 19)
しかしながら、 「自助Jの精神、製施と忍耐によヲ
て支えられた自由競争の資本主義者たちにとって
は何よりも労働者階級を総体として教育する必要
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が生じてくる。 i…..・H ・..夜になると、すべての
奇妙な機械の立てる音は暗闇でなおひどいものに
なり、その近くの人たちの様相はもっと荒々しく
野性的になり、失業した労働者の群が道路で示威
行進をし、指導者のまわりにかがり火をもって婿
集し、指導者はそうした群衆に激しい言葉で自分
たちの受けた不当な仕打ちを知らせ、彼らに怒号
とおどしの文句を叫ばせていた。逆上した男たち
は剣や松明で武装し、自分たちをとめようとする
女の涙と懇願をはねつけ、恐怖と破壊の行動にと
ぴ、だしていった・H ・H ・.，…J20) 
because there was a native organization in 
Coketown itself， whose members ware to be heard 
of in the House Commons every session， 
indignantly petitioning for act古 ofparliament世1at
should make these people religious by main force. 
Then came the Teetotal Society， who complained 
that出巴sesame people would get drunk， and get 
drunk， and proved at t岩a parties 也at 10 
inducement， human or Divine (except a medal) 
would induce them to for go their custom of gtting 
drunk. Then came the chemist and druggist， with 
other tabular statement， showing出atwhe11 they 
didn' t get drunk， they took opium.21) 
たじかに労働者階級の遼主癖は伝統的な民衆娯楽
と直接結みつくものとして、福音主義者たちは
「改良の時代」にふさわしく、無知で怠惰な労働
者階級にたいして禁酒運動を展開していくように
なる。さて、工業化と都市化の進展は、 「怠
惰J、 「不道徳」、 「不節制」、 「無秩序Jといっ
たありとあらゆる非難を浴ぴせられた労働者階級
を生みだしていくようになり、社会に脅威を与え
ていくようになる。こうなると中流階級にとヮて
は、労働者階級の生活・行動様式自体が反抗的と
映る労働者階級の文化の再生をいかに断ち切るか
カぜ問題となってくるのである。 22)185a年代になっ
て中流階級によって展開された『合理的娯楽J運
動はこうした事態をふまえつつ、労働者階級の身
体の規律化を推し進めていくのである。では、 Cデイ
ケンズはこうした「イングランドの状態」をくHard
首脳3でどう展開したのか。
3 セルフメイド・マンと娯楽
Now what 1 want is， Facts Teach these boys and 
girls nothing but Fact芭， Facts alone are wanted in 
life.Plant nothing else， and root out everything 
else. Y ou can only form the minds of reasoning 
animals upon Facts. no社lingelse will never be of 
any service to them. This is the principle on which 
1 bring up my own children， and this is the 
principle on which 1 bring up these children. Stick 
to Facts， Sir! 23) 
この冒頭の一節 (TheOne Thing Needful)は、
功利主義を信奉する実業家、トマス・グラッドグ
ラインドが経営する学校で、彼がその教育方針を
飾り気のない、がらんとした、単調な、丸天井の
教室で生徒一同に垂れている教訓lである。そして
第二章 (MurderingtheInnocent)で言うように、
彼はAmanofre雌崎 Aman of fact and calculation. 
である。この「現実的ですT算な人」トマス・グラッ
ドグラインドにとヮて、事実を教育する目的は、
人間的なものを一切摘み取ってしまい、空想とか
理想といったものを追い出し、美しいものに感動
する心を押しつぶして、社会に役たつ、従順な人
間を教育することであった。このベンサム主義的
な学校で模範生であったピッツアーは生命感めき
の知識を身につけて、理性によって導かれ、思い
やりとか人情にほだされることはなかっむ
but， 1 am sure you know that the whole social 
system is a question of self-interest. What you 
must always appeal to， isa persons self-interest 
ピッツアーによれば、社会とは自己の利益という
問題に帰着する、というのである。であれば、彼
はどこまでも用心深く、彼の行動原理はどこまで
も冷静かつ打算的なものであった。ではこの見上
げた若き経済人にとヮて、娯楽とは何であったろ
うか。 i6シリングから印∞ポンド」の哲学者は、
コークタウンの労働者階級に対して有益有効な生
き方には留意もせず、組合をつくヮて団結をはかっ
たり、娯楽を欲しがる彼らを軽蔑するのである。
イギ、1)ス文学にみられるスポーツについて (3) 101 
As to their wanting recreation ma' am、said
Bitzer. it' s stuff and non5ense. 1 don' t want 
recreation. 1 nrver did， and 1 never品叫1; 1 don' t 
like ‘em 26) 
功利主義の経済制走、身を立て名をなすためにも最適
な素質を持つ若者を世に送り出しのは、トマス・グラッ
ドグラインドカ唯営する学校であった。
“~.. .・H ・.It's your onl y h 01d. We are 50 
constituted. 1 was brought up in出atcatechism 
when 1 was very young， Sir， as you are aware‘" 
27) 
“… '''couldn' t b巴carr允don without on巴.No 
man， Sir， acquainted with the facts established by 
Harv巴trelating to the circulatio日 ofthe blood， can 
doubt 出at1 ha ve a heart ……… a・Itis accessible 
to Reason， Sir. returned the excell巴ntyoung man， 
“And to nothing else" 28) 
このようにハートというと血液の循環、つまり医
学的知識はすぐに口をついてでるが、それが感情
の源であることを全く理解できない若き経済学徒、
ピッツア}。このコークタウンのセルフメイド・
マンにとヮて娯楽とは、トマス a グラッドグライ
ンドがサ}カスを「けしからぬ職業」として否定
したように、ピッツアーも同様であった。また、
労働者階級の娯楽に対しでも、法外で賛沢な、あ
4 c:ディケンズと鰻楽
<H副 Times>の主人公ともいうべきコ}クタウン明哉
工よスチィーヴン・フヲックプールはストライキにも参加
せず、トマス・グラッドグラウンドの功手柱議訪こも反対す
る掛駒な労働者像としてえがかれている。しか
しながら、彼はコークタウンの劣悪な生活環
境、、未来への希望も変化もない、単調な無味乾
燥な日々の繰り返しである。田jこうした労働
者階級のおかれた状況を充分に認識していた
と思われるC.デイケンズは、労働者階殺の娯楽
の必要性を説いていく。
1 ENTERTAIN a weak idea that the English 
people are as hard'worked a百 any people 
upon whom the sun shines. r acknowledge to 
this ridiculous idiosyncrasy， as a reason why 
r would give位1巴m a litle more play.30) 
このように、 Cデイケンズが労働者階級劫柴楽を擁殺す
る姿勢は娯楽を法外な欝尺と決めつけるトマス・グラッ
ドヲfラインドとは対象的である。
That exactly in th ratio as仕leyworked long and 
monotonously" the craving grew within 仕lem
for some physical relief .. "some relaxatio. 
encouraging good humour and good spirits， and 
gi ving them a vent .…some recognized 
holiday. though it wer巴 but for an honest 
dance to a stirring band of music…some 
ωcasional light pie in which even M 
'Choakumchild had no finger……which 
craving must and would be satisfi巴daright， or 
must and wuld inevitably go wrong， until th巴
laws of the Creation were repealed? 31) 
こうして、 C目デイケンズは労働者階級にとって
長時間の労働から開放された後には、何か身御昔、
精神的な気晴らしが必要であると説いていくが、
精神的な気晴らしが必要であると説いていくが、
例えば、図書館での知育教育(読書)は感情や愛
情を育むためにも必要であると強調しているので
ある。
They sometimes， after fifteen hours work， sat 
down to read mere fables about men and 
women， more or le5s like them5elves and about 
children， m口reor less like their own.32) 
さて、 くHardTures>において、トマス・グラッドグ
ラインドの事実偏重主義わ、詰め込み教育の犠性となっ
ていく彼の子供たち、ルイザとトムの運命が語られて
いく。
“What do 1 know， father" said Louisa in her 
quiet manner可“of tastes and fanci邸， of 
aspirations and affections; of al that part of 
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my nature in which such light thing冨 might
have been nourished? What escape have 1 
had from problems that c叩 ldbe demonstrated， 
and realities that could be grasped? "33) 
とりわけ、ルイザはサーカス傑操)古家徴するよう
な想像力や空想の世界を奪われてしまうのである。と
ころで、c.デイケンズは労働者階級のグラッド・ス
ティー ヴンとルイザやトムカ雪求めている(必要)なも
の料購であることを示唆している。
Is it possible， 1 wonder， that出erewas any 
analogy betw巴enthe case of the Coketown 
population and the case of the little 
Gradgrinds ? 34) 
このように、 CデイケンズはくHa:d TillEs>において
トマス・グラッドグラインドの子供たちと労働者階級
のスティーヴンを結びつける要素が日常生活における
安輔らしの対日であることを強調していくが、ここで
は労働者階級と娯楽との係わりかたをどのように捉え
ていたかをみていきたい。
Surel:y， none of US in our sober senses and 
time of day， that one of the forernost elernents 
in the existence of th巴 Coketownworking.people 
had been for score of years deliberately set at 
nought ? That there was an Fancy in them 
demanding to be brought into healthy existence 
instead of struggling on in convulsions? 35) 
コークタウンの労働者階級の日常生活に必要なも
の、それも何十年来、故意に排除されてきた娯楽
が適切な発露の場がないとき、それは危険なエネ
ルギーに転じる可能性をも秘めていることを暗示
している。 c.デイケンズは、労働者階級のなかに
無意識に潜むエネルギーを昇華する娯楽の問題が、
社会秩序をも脅かしかねないことを認知していた
ようにおもわれる。であれば、 c:デイケンズにとっ
て娯楽の問題は労働者階級を教化する手段と
して捉;えるようになっていくのである。 C.ディケ
ンズはくHouseholdWords>において、演劇を擁
護するエッセイ、 “τbe Amu畑町ltof he peop le" 
のなかで、労働者階級の娯楽の性質を向上させる
こと、すくなくとも善良で素朴で健全な娯楽を唱
えているのである。 36)つまり、 c.ディケンズに
とヮて、労働者階級にとっての娯楽の在り方、そ
れが健全な娯楽のありかたについてという彼の主
張の背景には、娯楽を労働者階級の教化の手段と
して考えていたようにも恩われる。
そこには、民衆の娯楽を擁護した反面、娯楽を労
働との対比によて肯定するといったCデイケンズ
の姿勢には、労働における社会秩序の維持という
彼の娯楽への意識があったように思われる。
暫創句結語
1850年代の『合理的娯楽』運動について、 Cデイケ
ンズの<Hard Tlrnes>を中心に、その大雑把な
追究を試みた。 i改良の時代」といわれた1850
年代に、中流階級によって展開された『合理的娯
楽』運動の背景には、パターナルな社会の崩壊に
よって労働規律を身体化することなく、 「怠惰な
労働者」としての側面をもち、暴徒としての「危
険な階級」としての側蘭をもっ労働者階級の顔が
治安を脅かす看・過できない問題として認識された
ことにある。こうして、 『合壊的娯楽』運動は中
流階級の価値観に見合った道具でなければならな
いと言う認識は知識階級の共通のものとなってい
く。 i娯楽作家J，Cデイケンズ.の諸作品には労
働者階級の娯楽を擁護する姿勢が散在する。しか
しながら、 < Hard Tlrnes>において娯楽は労働
者階級を教化する手段として捉えられているよう
に思えるのである。こうした娯楽に対するc.デイ
ケンズの姿勢は、 1850年代の『合理的娯楽』運
動を展開していった中流階級の立場に向調する側
面も持ち合わせていたように思われる。
* 本研究は、平成昨度基礎教育系の研究費
(重点配分jの援助を受けました。
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